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所属学会（役職）

【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 単著 学位論文 田中広美

2 単著

(1)一般社団法人日本看護
学教育学会、10
(2)日本看護学教育学会
誌、vol.No.1、13-23

(1)田中広美 2018.12

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2018～2021

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.10～2019.2

2 2018.4～2018.8

3 2018.4～2018.6

（２）演習

1

2

3

看護方法Ⅱ
科目責任者を担当。2年前期に日常生活に関わる援助技術について考えな
がら実施する機会を多くした

看護方法Ⅲ 2年前期に診療の補助に関わる技術を安全に行うことを意識して指導した

該当なし

看護方法Ⅰ
1年次後期に看護技術を最初に学ぶため、原理原則を意識しながら学習支
援した

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

科学研究費助成事業
看護師の職務継続に関わるレジリエンス向上のため
の支援プログラムの構築、研究代表者

該当なし

基礎看護技術、看護実践

博士（看護学）

札幌市立大学大学院看護学研究科博士後期課程

2018年～埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本看護管理学会、日本看護学教育学会、日本看護歴史学会、日本看護技術学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

看護実践中に看護師が行っているセルフモニ
タリングの明確化～新人レベルと達人レベル
に焦点を当てて～

対人関係におけるセルフモニタリングの概念
分析

該当なし

該当なし



（３）実習

1 2018.9.21-9.28

2 2019.2.18-2.22

3 2019.10.2-10.27

（４）論文指導

1 2018.4～2019.3

2

3

（５）その他

1 2018.4～2018.7

2 2019年開催

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1 6484085 2019.2.22

８．特記事項

基礎看護学実習Ⅰ
1年次後期に病院・病棟見学をする事で看護実践に対する理解が深
まる様に環境調整した

ヒューマンケア体験実習
1年次最初の実習で環境に慣れるように支援し振り返り学習での助
言

基礎看護学実習Ⅱ 2年次初めての受け持ち実習で看護過程が展開できるように支援

大学院博士前期課程のゼミに参加
大学院博士前期課程のゼミに参加し指導のプロセスを学び、適宜助
言

1年次担任

越谷市立病院の領域窓口

該当なし

人体移乗用の補助具

就職支援対策プロジェクト

該当なし

該当なし

大学院の看護学教育(授業）に参加
大学院博士前期課程の授業に参加し授業の様子を参加観察、ディスカッ
ションに参加

日本障がい者スポーツ健康科学看護学
会第2回学術集会の実行委員

本学で開催する学会の実行委員として活動中

該当なし


